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名取市マスコットキャラクター
「カーナくん」

自治体内外リソースを活用した食環境づくり



宮城県名取市の
概要

◆ 総人口 ７９，５９７人

◆ 世帯数 ３２，８５７世帯

◆ 高齢化率 ２３．７３％ （令和４年１０月末現在）

◆ 出生率 ７．５２（令和２年現在）

◆ 産業 農業・漁業・サービス業
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本プロジェクトの立上げ背景①
～名取市の血圧状況～

名取市特定健康診査受診者の結果を見ると、収縮期140以上又は90以上
者割合が約４.５人に1人。レセプトでは脳血管疾患の割合が約１３％

特定健診・特定保健指導法定報告保険者別結果一覧表より

KDB（国保データベースシステム）各年7月作成（５月分レセプト）
厚生労働省様式３-３より

年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

出現割合 28.5% 31.9% 30.3% 22.2%

〇年５月レセプト 平成27年5月 平成28年5月 平成29年5月

高血圧 名取市 29.3% 29.9% 29.9%

重症化

脳血管疾患 13.6% 13.0% 13.2%

虚血性心疾患 17.3% 16.4% 16.5%

人工透析 1.2% 0.9% 0.9%

高血圧のうち 糖尿病 43.4% 43.8% 44.4%
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平成28年国民健康・栄養調査
第4部 都道府県別の結果
第55表 食塩摂取量の平均値

(20歳以上、性・都道府県別、年齢調整値)

（単位：g/日） （単位：g/日）

順位 都道府県名 人数 平均値 順位 都道府県名 人数 平均値

1 宮城県 193 11.9 1 長野県 329 10.1

1 福島県 210 11.9 2 福島県 248 9.9
3 長野県 288 11.8 3 山形県 294 9.8
4 福岡県 130 11.7 4 青森県 318 9.7
5 秋田県 231 11.6 4 千葉県 335 9.7
6 石川県 252 11.5 6 秋田県 272 9.6
7 鹿児島県 155 11.3 6 島根県 362 9.6
7 青森県 267 11.3 8 福岡県 166 9.5

7 新潟県 287 11.3 9 宮城県 208 9.4
10 広島県 149 11.2 9 宮崎県 266 9.4
10 茨城県 228 11.2 9 茨城県 262 9.4
12 島根県 289 11.1 9 埼玉県 293 9.4
12 千葉県 278 11.1 9 新潟県 330 9.4
12 山梨県 187 11.1 9 山梨県 234 9.4
15 東京都 164 11.0 15 鹿児島県 190 9.3
15 山形県 235 11.0 15 愛知県 232 9.3
15 富山県 224 11.0 15 群馬県 258 9.3
15 埼玉県 285 11.0 15 岩手県 225 9.3
19 群馬県 252 10.9 19 神奈川県 142 9.2

20 全国 9987 10.8 19 奈良県 244 9.2

21 京都府 117 10.7 19 石川県 302 9.2

21 岩手県 188 10.7 19 全国 11864 9.2

43 滋賀県 182 10.1 43 香川県 312 8.6
43 岡山県 172 10.1 44 岡山県 209 8.4
45 大阪府 136 9.9 44 高知県 166 8.4
46 高知県 130 9.8 44 大阪府 200 8.4
47 沖縄県 181 9.1 47 沖縄県 214 8.0

男性 女性

本プロジェクトの立上げ背景②
～宮城県の食塩摂取状況～

食習慣 総務省統計局家計調査より

かまぼこ 第1位
白菜漬物・ベーコン 4位

カップ麺 6位 3



「元気なとり」食育プランと本プロジェクトの
位置づけ

食育基本法

食育推進基本計画

宮城県食育推進プラン

「元気なとり」食育プラン
（第3次）

2019年度～2023年度

名取市長期総合計画

・名取市地域社会福祉計画

・名取市高齢者福祉計画及び介護
保険事業計画
・名取市子ども・子育て支援事業計画
・データヘルス計画
・元気なとり健康プラン２１

連 動

「元気なとり」減塩
プロジェクト
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本プロジェクトの事業概要

 目的

正しい知識を得て減塩に取り組み、生活習慣病の重症化につながる「脳・
心臓・腎臓」の血管を守る

・目標

Ⅱ度高血圧以上（１６０以上又は１００以上）３９４人（７．６％）を令和５年度
６．９％にする（名取市データヘルス計画（平成２８年度））

・実施期間 令和元年度から令和５年度

令和元年度
・部課長会議で「元気なとり」減塩プロジェクトの周知と

減塩浅漬け等の試食
・市内スーパーへ減塩プロジェクトの協力依頼
⇒スーパーでのイベント実施
２ｇ減塩ポップの減塩食品の取扱コーナーへの掲示

・乳幼児健診で保護者へ減塩浅漬けの試食
・集団健診の会場で血圧と塩の関係について＋JSH※減塩食品の紹介
・「元気なとり」減塩フォーラムの実施
・市内飲食店へスマートミール事業の協力依頼
・ホームページ・広報への掲載などの周知
・公民館まつりで減塩レシピの配布・減塩食品の試食（食生活改善推進員）

※ 特定非営利活動法人日本高血圧学会
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市内外の様々な関係者との連携状況
～市ぐるみで減塩を推進～

商工会：講演、相談

市役所売店：減塩食品の販売
（現在は閉店）

市職員（農林水産課・
商工観光課・なとりの魅力創生
課・市民協働課・公民館）

スーパー
減塩推進協力店の依頼
スマートミール認証店へ

の相談等

産直野菜販売
講演、イベント

小売店（かまぼこ店）
JSH減塩食品に認定

食育関連部署
（保育所・学校給食セ
ンター・児童センター）

名取市食生活改善推進員
（現在は名取市食と生活を考える会）
市民への周知（YouTube動画）

「元気なとり」
減塩プロジェクト

保健指導

高校・大学
コンテストの応募の依頼 食育推進会議

飲食店：スマートミール認証
店への依頼・申請手続き

ドラッグストア
減塩推進協力店の依頼

薬局：相談

市民協働提案事業
（和ごころコミュニケーションズ）
健康診断時の待合での健康教育

宮城県：ラジオ・
冊子掲載
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保健センターにおける減塩の推進体制

技術補佐兼保健総務係長 所長補佐

所 長（看護師）

保健総務係長(管理栄養士) １名

管理栄養士３名

保健師３名

事務３名

保健総務係

母子保健係長(保健師)１名

保健師５名

事務１名

母子保健支援員２名

母子保健係 成人保健係

成人保健係長(保健師)１名

保健師５名

管理栄養士 １名

歯科保健事業所

歯科衛生士２名

保健師長兼成人保健係長
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本プロジェクトでの取組例①

市内かまぼこ店に笹かまぼこの
減塩化を相談

特定非営利活動法人

日本高血圧学会
JSH減塩食品リストに掲載

となる
http://www.jpnsh.jp/general_salt.html#04

令和5年3月に学校給食で
使用されることに！
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本プロジェクトでの取組例②

名取市減塩推進協力店の認定

・「減塩食品を販売促進している」「お客様の要望により減塩調味料が
選択できる」などの条件を満たした市内１5店舗を「名取市減塩推進
協力店」として認定。（令和２年度に９店舗（うち1店舗閉店）、令和３年度
に４店舗、令和４年度３店舗（うち1店舗飲食店）認定）

・減塩の普及啓発や市民の皆様が減塩食品を購入しやすい環境整
備の取組として、日本高血圧学会が定めた「毎月１７日は減塩の日」
に合わせ店頭に「のぼり旗」や「ステッカー」を設置（一部店舗は店内
にポップ掲示）。

・イオンエクスプレス
名取駅前店
・イオンスタイル名取
・イトーチェーン

ゆりあげ食彩館
・ウィズマート 名取店
・ウエルシア 名取大手町店
・ザ・ビッグ名取店
・食品館イトー 名取店

・フレスコキクチ 美田園店
・フレスコキクチ 増田店
・みやぎ生協 名取西店
・ヨークベニマル 名取西店
・ヨークベニマル 名取バイパス店
・ヨークベニマル 名取愛島店
・業務スーパー名取増田店
・Café食堂Laugh

市内のスーパー店舗数：１５店
(人口5,306人に1店舗）
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本プロジェクトでの取組例③
名取市減塩お弁当コンテスト

目的

 「元気なとり」食育プラン（第２次）最終評価では、市民の野菜摂取量が少ないという
評価が出ていた。家庭における野菜料理の普及を図るとともに、地産地消を促進するこ
とで、野菜摂取量の拡大を目指す。

 野菜摂取量を増やすと食塩摂取量も増加するという相関関係にあることから「減塩で野
菜を食べる」ことも併せて普及する必要がある。コンテスト形式で実施することにより、
市民全体に名取市特産の野菜の摂取向上と減塩の取組への意識を高める。

 高校生・大学生が食を通じた健康づくりについて考えることで、減塩、バランスの良い
食事を実践するきっかけ作りとするとともに、その家族や市民への普及・啓発を目指す。

依頼・学習・応募

（１）各学校に依頼

（２）減塩食品の提供・
学習の場の提供
（３）応募

審査・表彰

３３作品から１次・最
終審査を経てグラン
プリ2作品準グランプ
リ1作品等「元気なと

り」減塩フォーラムで
表彰

※審査員に市長・ス
マートミール認証店・
スーパーのバイヤー
等

販売

グランプリ「いろどり
中華弁当」がゆりあ
げ食彩館で販売
（R4.11月中）

予算：100,000円
（報償費・消耗品）

スマートミール
基準に準拠
したお弁当
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メディア掲載・学校の反応

＜学生＞
・普段料理に使われている塩の量が
とても多いことに気づいた。
・毎日お弁当を作ってくれる母に感謝。

・今までの弁当は好きなものが基調と
なっていて、栄養が偏っていたことに
気づいた。

＜教員＞
・栄養価計算は大変でしたが家庭科専門科目「フー
ドデザイン」履修者に必要やスキルですのでよい学
習になった。

・減塩を考えるきっかけになり、応募することで生徒
のやる気や想像力等多くの事を引き出せたのでこの
ようなコンテストがあって本当に良かった。

・学生が普段とっている塩分、野菜の量について確
認できて非常に勉強になったと思う。学生も自分のア
イデアを評価していただけたことは、とても自信にな
ると思った。 11
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https://www.city.natori.miyagi.jp/soshiki/kenkou/hokenc/node_63084 13



本プロジェクトの目標値と進捗状況

特定健康診査の結果（R3）では、Ⅰ度高血圧の者の割合(19.3％)、
Ⅱ度高血圧以上の者の割合(4.3％)ともに平成28年と比べて減少

ベース
ライン※

目標値
（令和５年度）

直近値
（令和３年度）

Ⅱ度高血圧以上の者の割合 7.6％ 6.9％ 4.3％

Ⅰ度高血圧の者の割合 22.4％ 19.3％

※名取市データヘルス計画（平成２８年度）のベースラインと同値
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これまで実施した中で感じたこと・課題

＜感じたこと＞

•数字で把握することの大切さ

例えば、高血圧有所見者割合・ミニ学習会、フォーラム参加者の
特定健診の経年変化・弁当の販売数など

•減塩フォーラムの開催

有識者の登壇も得て開催した減塩フォーラムは、市として減塩プロ
ジェクトをまとめる機会となり、市民へは周知の機会となる。

第三者の視点

市組織外の関係者も含めて客観的にみていただくことで広い視野で
検討できる。

＜課 題＞

継続性

様々なアプローチで、自然と減塩できる環境づくりを行っているが、
個々の取組をみると継続していないものもある。

⇒スマートミール弁当が通年販売されるようになれば、市民がいつで
も購入でき、自然と減塩できる環境に・・。
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都道府県にお願いしたいこと・連携したいこと

・施策の推進に当たっての側面的支援
⇒特に下記に向けて必要な協力・支援

人材育成、物、情報、予算

…中でも予算要求確保に向けたノウハウ
★市町村独自の健康課題に対する取組の推進
★市町村単位の住民の食生活の実態把握（成果・評価）

・広報等に関する支援
県でも「減塩」について普及啓発しているが、市町村での取組も

取り上げていただければ、双方でメリットになるのではないか

⇒テレビ・新聞・ラジオ・都道府県の広報誌・電車やバスの広告・SNS等
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